
1
1
吋

一

タ
バ
コ
は
町
内
で

る
必
確
・
一
却
唾
吐
銅
俺
丞
岬
雌
雄
部
一

い
う
税
金
か
か
か
っ
て
お
り
、
ハ
ー

イ
ラ
イ
ト
一
個
を
Ⅸ
う
と
十
一
川
一

六
十
銭
か
小
尤
店
の
所
在
す
る
巾

一

町
村
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て
は

一

一
千
百
三
十
三
万
円
あ
ま
り
か
タ

バ
コ
消
費
税
と
し
て
金
木
町
に
入

っ
て
い
ま
す
。

垂
挫
宝
暦
”
輌
伽
詑
葬
与
誼
睦
繩
一

み
な
さ
ん
が
、
出
張
や
旅
・
灯
な

ど
で
町
外
に
で
ら
れ
る
時
は
、
つ

-‐‐‐‐｡｣昼ニーヴーーーー理一一一
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金
木
町
の
腱
業
柵
造
改
溌
邪
蕊
は
、

川
、
地
Ｋ
で
区
画
惟
州
那
業
か
、
茄
細

地
区
で
り
ん
ご
胤
股
迩
擬
備
邪
巣
か
始

ま
り
、
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

川
灯
地
区
の
枇
造
改
僻
珊
業
は
、
九

十
二
・
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
Ⅲ
雅
雌

（
確
定
測
峨
、
換
地
帥
凹
呼
を
含
む
）

か
中
心
で
、
こ
の
〆
咽
盤
州
の
総
恥
業

賀
は
六
千
二
百
Ｗ
卜
七
万
円
で
、
川
倉

土
地
改
良
区
（
脚
川
瀬
一
皿
聯
踵
、
組

合
ｕ
百
二
十
六
名
）
が
邪
業
主
体
と
な

っ
て
進
め
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
猟
堆
砒
は
約
雅
分
の
四
Ｉ

【
始
ま
っ
た
区
画
整
理
事
業
』

幾
瀞
織
懲

撞
造
改
善
動
き
出
す

区
画
整
理
と
農
道
に
着
手

E

●
・
・
１

》
Ｊ
今
旦

崇
蕊
溌
撞
蝋

・
・
・
九
へ
〃
〃
－
ル
で
、
す
で
に
上
邪

か
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

区
凹
縦
叫
で
雌
も
心
配
さ
れ
て
い
る

の
は
正
聯
の
遅
れ
と
、
そ
れ
に
伴
う
柵

え
付
け
の
遅
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
川

ｎ
ｔ
地
改
良
区
で
は
、
川
１
．
．
．
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
川
つ
の
Ⅸ
区
に
分
削
し
、

四
人
の
粟
者
に
正
州
を
扣
噺
さ
せ
て
、

工
梛
の
早
期
光
成
を
は
か
り
、
股
家
に

迷
惑
を
か
け
な
い
″
針
を
と
っ
て
い
ま

す
。
班
業
劉
の
う
ち
、
回
・
雌
で
七
十
％

を
伽
担
し
、
残
り
の
三
十
％
か
受
益
者

一:RE::ー5．

’
一
、
申
講
受
付
期
日
昭
和
閥
十
四
年
二
周
十
九
Ⅲ
、
・
一
ト
ー

一
一
、
申
請
受
付
場
所
瓦
所
川
陳
県
税
聯
務
所
（
丘
所
川
脱
巾
此
会
館
と

な
り
）

》
一
、
申
請
に
必
要
な
も
の
①
免
税
稚
汕
使
川
者
砒
（
断
た
に
叩
術
す
る

も
の
は
除
く
）
②
緋
作
証
明
洲
③
偲
印
④
販
允
店
惇
の
発
行
す
る

機
械
の
売
渡
し
、
護
波
証
明
郡
（
新
規
叩
紺
、
あ
る
い
は
概
械
に

異
肋
の
あ
っ
た
場
合
）
⑤
役
助
で
発
行
す
る
所
何
祉
川
刈
（
川
’

四
年
中
に
使
川
者
脈
が
無
効
に
な
る
も
〃
）
⑥
例
年
に
朏
人
し
た

帷
汕
の
納
岾
＃
⑦
廿
森
県
収
入
祉
紙
百
円
（
新
規
叩
紺
、
ま
た
は

四
卜
凶
年
中
に
使
川
者
証
が
無
効
に
な
る
場
合
③
場
排
水
に
使
川

し
た
朽
は
Ⅲ
年
の
尖
紙
腓
、
及
び
帥
画
商

（
五
所
川
原
県
税
事
務
所
）

農
耕
用
催
汕
の
免
税
申
補
に
つ
い
て

の
働
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
愛
維

新
か
“
狐
す
る
紬
の
八
１
％
ま
で
は
、

年
利
五
・
五
％
、
五
年
す
え
価
き
、
ふ

ト
カ
年
仙
通
の
隅
林
漁
堆
金
融
公
叩
箇

余
か
借
入
れ
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。区
画
幣
州
に
よ
る
ｌ
ア
ー
ル
（
約
・

反
）
淵
た
ｎ
の
年
平
均
の
仇
抓
纐
は
ｒ

三
、
Ⅶ
Ⅳ
円
、
総
洲
で
・
・
万
川
、
凡
千

円
繩
陛
と
兇
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
川
卜
四
年
腿
以
降
に
は

残
り
の
Ⅷ
十
九
・
：
↑
一
・
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
川
惟
蝿
併
堆
を
は
じ
め
、
ト
ラ
ク
タ

ー
、
刈
取
機
朏
人
蜥
紫
弾
が
行
な
わ
れ

ま
す
。一
〃
淵
瀬
地
Ⅸ
で
は
り
ん
ご
削
股
遊

幣
仙
蜥
業
か
、
捌
堆
関
川
Ⅳ
バ
ー
・
・
″

一
・
・
下
川
、
典
Ⅲ
施
行
（
木
下
俊
成
代
女

関
係
荷
三
十
九
門
）
で
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
聯
業
は
川
川
メ
ー
ト
ル
、

延
長
一
千
二
十
メ
ー
ト
ル
の
一
般
股
道

を
棺
術
す
る
も
の
で
、
来
年
三
月
い
っ

ぱ
い
で
光
成
の
予
定
で
す
。

一
一

一
倍

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

呼
一

新
ら
し
い
災
小
径
凶
が
つ
ぎ
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
川
乃

区
域
で
す
。

岬
金
木
》

■
ｔ
口
車
■
■
■
●
●
■
●
■
■
■
Ｐ
■
●
■
●
■
■
■
泊
畢
ｐ
●
■
■
甲

○
前
川
徹
美
術
（
抑
岨
）
○
秋
・
胆
肌
術

（
時
川
）
Ｃ
、
川
油
一
（
沢
部
）
○
沢

川
境
昭
（
斯
纈
川
・
：
・
川
町
）
○
池
川

踊
血
（
小
川
町
・
米
川
）
○
好
間
ミ
ヅ

る
一
岫
柵
Ⅷ
州
州
叩

一
砕

まきロ貝委生民

道
・
林
ド
・
州
州
）
○
曲
川

功

一

↓しら－－
剥
れ

○
水
ド
糾
臓
（
断
町
・
新
捉

町
）
○
似
滕
疋
川
郎
（
卜
，
卜
小
喫
時
）

Ｏ
鎌
川
係
打
工
門
（
ｋ
◆
巾
派
汀
》
・
収

町
）
○
Ｋ
藤
間
桁
（
卜
派
硴
・
昭
和
町
）

○
山
中
消
巾
（
小
川
・
冷
水
・
水
川
）

○
厳
雌
蕊
縦
（
川
巾
・
後
町
）
○
沢
川

繁
巾
（
ｔ
・
卜
鍛
治
町
・
新
倣
川
）
○

水
下
水
：
。
（
ｔ
・
ド
占
町
）
・

唖
喜
良
市
唖

■
ロ
ー
』
■
凸
■
■
●
垂
■
再
■
■
■
■
由
■
■
Ｐ
口
●
今
②
●
■
■
凸
■

○
成
川
泰
・
皇
（
史
小
部
蕗
）
○
占
川
忠

蔵
（
束
・
山
糊
兄
町
）
○
岡
川
稚
子
（
野

崎
・
林
町
）
○
人
川
沿
（
北
・
南
水

町
）
○
二
ｔ
政
雄
（
ｔ
・
下
派
立
・
双

蕊
町
）
○
今
タ
ミ
（
ｌ
・
ド
杣
水
川
）
○

今
万
五
四
郎
（
下
町
・
川
端
町
）
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新築本決まり
夕

2月には完成

懸
案
の
役
場
庁

舎
の
新
築
が
本
決

ま
り
と
な
り
、
昭

和
四
十
四
年
の
三

月
頃
か
ら
工
邪
に

と
り
か
か
り
、
ト

ー
月
に
は
光
成
の

見
通
し
で
す
。

現
在
の
庁
谷
の

大
半
は
大
旺
ト
ー

年
に
雌
て
ら
れ
た

古
い
述
物
で
、
狭

い
う
え
に
間
取
り

も
悪
く
、
窓
口
事
務
を
は
じ
め
、
事
務

改
善
が
お
く
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
面

で
お
く
れ
を
と
っ
て
い
る
た
め
新
築
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

場
所
は
現
在
の
庁
舎
の
す
ぐ
南
隣
り

で
、
新
築
の
た
め
の
総
予
算
額
（
土
地

附
人
賀
、
備
品
費
等
を
含
む
）
は
一
侭

四
千
二
百
万
あ
ま
り
で
、
廸
築
賀
は
昭

和
四
十
三
年
度
か
ら
三
カ
年
の
分
割
払

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
庁
舎
は
、
鉄
筋
川
階
雌

て
、
述
築
面
械
七
四
八
・
三
平
方
メ
ー

ト
ル
（
二
二
三
坪
）
、
延
べ
二
、
八
五

、
延
べ
二
、
八
五

三
平
ガ
メ
ー
ト
ル

（
八
六
三
坪
）
の

建
物
で
、
現
在
の

梛
想
で
は
、
一
附

は
町
民
抑
、
税
務

繩
な
ど
の
窓
口
邪

務
部
門
、
二
階
は

町
長
室
、
総
務
裸

な
ど
の
街
剛
部
川

三
断
は
卯
な
ど
の

川
先
機
関
、
叫
階

は
縦
灸
関
係
か
使

川
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

庁
合
切
工
珊
は

大
水
述
鰯
、
化
蕪

厘
郁
は
兀
卜
風
化

虹
商
会
、
紬
水
Ｌ

Ｗ
は
木
村
鉄
岻
助

が
そ
れ
ぞ
れ
蒋
札

し
、
Ｋ
Ｗ
は
仰
ど

け
を
ま
っ
て
始
め

卜
・
・
川
に
は
光
成

の
杉
・
定
で
す
。

△
▽

金
木
町
教
育
委
凸
会
で
は
、
十
二
月

十
三
ｎ
、
金
木
高
等
学
校
を
会
場
と
し

て
「
断
少
年
の
他
全
育
成
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
で
蒲
え
実
践
し
よ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
金
木
町
社
会
教
育
批
進
大
会

を
附
き
ま
し
た
。
大
会
に
は
金
木
町
の

州
人
会
、
耐
年
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
戯
な

ど
・
・
一
百
人
が
川
席
し
ま
し
た
。

入
会
は
、
午
肌
中
に
①
背
年
Ⅲ
活
動

密
湘
発
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
②
〃
少
年
の
健
全
行
成
を
め
ざ
し
て

婦
人
川
体
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
③
明

る
い
家
庭
で
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
よ

う
。
家
庭
教
育
学
級
の
効
果
的
述
醤
に

つ
い
て
④
地
域
の
子
ど
も
会
を
育
成
す

る
に
は
ど
っ
し
た
ら
よ
い
か
。
金
木
町

子
ど
も
公
行
成
皿
合
余
を
つ
く
ろ
う
⑤

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
催
せ
の
た
め
に

Ｐ
〒
‐
Ａ
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
。
Ｐ
Ｔ
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津誕叩l唯三ﾕ驫悉蕊鮒聡
金
木
町
社
教
推
進
大
会

①役場庁舎の新築決定

総予算1偲4千刀l'jあまりで厩築すること
に〃&定。尤I典は唯年ｿ)12ﾉ]のF疋・
②小田川農業水利事業の着工
8ノ｣、ダム姓I没y定地までの付け符え林辿
_l:ﾂに茄f｡10!-ll9!rl、イ〃|:蝋北I典倣ﾙj艮
竹内ﾘI(知'j(ら関係荷550人かユIII!i'jして超［
式を街了。

三
百
人
が
熱
心
に
話
し
合
い

③町議会議員の選挙

2月2円行なわれ、新人8人が進出、町巌
公に斯風を吹き込む．

④区画整理事業の着工

鵬業附迩改‘峰芥堆/）・鰯として‘字'画ざれた
川fTI-地改型区ｿ)|ﾒ:IIMIfl'll'II業は雌航〃す
え、12ﾉj611ようやくﾉi''i:!:。当町初めての
!j災でめり、そのI戊染が期ｨ､fされている｡
⑤豪雨による水稲の被害

8月1011～12I1まで196"雛り、浮州、l;ij!VI
地区を!II心にｲ<冊500ヘクタールか'j〈をか
ぶり、IIg5.COOﾉﾉ|｣j刀慨Ifを受けるe
⑥金木バイパスの完成

金ｲ<''I"II1学校ijilからｲ‘総町赤坂へ披ける
バイパスかﾉビ成、交通の緩卿|に人きぐ貢献
⑦喜良市診療所新築落成
11ﾉJ8II光成、11ノj20II，介薇川｣ｲのｲwjll
f!継帥がﾉi''i征、，珍探を|!;lfi｡
③尾野病院の新築落成
"jjﾙー 1ンクリー|､3階雌て1,5561zノノメー
トルの近代的なI斯院で、11ノj231-I落成式を
行なう。

⑨震災による農業施設の被害
5ノjl6I-Iに光ﾉliした’勝抑地鰹により、人
ll雌やii!i久淵池など数l･"Iﾘ｢に及ぶ鵬堆弛
｜没に被11fがで旬｡

⑩山道町｜子どもの広場_|完成
'lllllllljのII'!llllll.'iさんの!II¥,世とlll腫町内会
の努ﾉﾉにより5T･､|え〃メー|､ルのりっはな
峻腸が光成。

Ａ
本
来
の
礎
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
の

【
社
教
推
進
大
会
】

五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
会
談
を
附

き
ま
し
た
ｃ

午
後
は
、
各
分
科
会
の
川
会
者
か
ら

の
報
告
を
も
と
に
、
全
体
会
談
を
附
き

時
代
の
進
股
に
即
応
で
き
る
よ
う
に
大

人
も
絶
え
ず
勉
強
す
る
必
典
が
あ
る
。

社
会
教
行
の
振
側
に
は
公
民
航
な
ど

の
施
識
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

社
教
川
体
の
運
淵
に
は
叩
脈
の
指
導
者

や
あ
る
繩
皮
の
助
成
金
も
ほ
し
い
、
現

状
で
は
、
保
育
所
、
児
噸
飢
、
学
校
な

ど
の
既
投
の
公
共
施
投
を
で
き
る
だ
け

活
川
し
て
社
会
教
育
を
州
進
し
よ
う
、

な
ど
と
い
う
間
迦
に
つ
い
て
熱
心
な
紬

諭
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
企
休
会
縦
に
お
い
て
は
「
金

木
町
子
ど
も
会
行
成
連
合
会
」
を
つ
く

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
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金
木
町
の
第
四
十
九
回
定
例
町
議
会

は
十
二
月
二
十
一
日
招
集
さ
れ
、
役
場

庁
舎
の
工
邪
契
約
の
承
認
な
ど
十
一
の

雛
案
を
腺
案
ど
お
り
川
決
し
て
二
十
四

日
Ⅲ
会
し
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
主
な

議
案
は
①
一
般
会
帥
の
補
正
予
弾
②
圃

保
特
別
会
帥
の
補
旺
予
筑
③
職
幽
の
給

与
条
例
の
改
旺
④
雌
交
通
災
害
共
済
組

合
加
入
の
件
⑤
符
付
採
納
の
件
⑥
間
疋

賢
唯
評
価
群
盃
委
口
会
委
幽
選
任
同
怠

の
件
⑦
役
瑚
庁
舎
に
柵
契
約
の
件
な
ど

一
幟
産
〃
二
、
軍
″
一
籍
一
、
二
〃
幸
、
ニ
ク
ニ
、
（
一
〃
一
．
一
、
ニ
ク
ー
翁
一
、
二
〃
こ
き
↑
〃
垂
塗
一
〃
一
●
一
、
ニ
ク
一
．
一
、
二
〃
一
●
一
、
一
彦
漏

雛
瀧
口
聴
講
蕊

謡
哩

言
ｉ
燕
…
ｆ
附
議
…
蕊

迄
咳
起

一
・
一
、
二
．
二

心
Ｄ
Ⅱ
。

エ
嘘
垂

二
、
一
●
一
〃
二
、
一
●
一
〃
二
、
二
〃
菫
、
二
〃
幸
、
吾
″
一
」
一
、
一
、
一
〃
こ
き
〕
二
、
二
２
－
、
二
″
二
、
一
一
、
二
″
一
●
長

:秒
』e‐

交通災害鶏斎のあらま!"じ
庁
舎
の
工
事
契
約
な
ど
を
承
認

一
般
質
問
に
は
八
氏

月
現
任
）

②
掛
金
一
人
年
激
三
両
六
十
Ｎ

③
共
済
の
期
間
加
入
し
た
時
か
ら
一

カ
年
間

④
共
済
金
支
払
の
範
州
向
勤
叩
、
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
ｎ
転
唯
、
何
屯
な

ど
に
乗
っ
て
い
て
断
突
し
た
り
、
転

然
、
転
悩
し
た
り
し
た
梛
故
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
の
唯
川
に
は
ね
ら
れ
た

第
四
・
↑
九
回
定
例
町
縦
会
に
お
い
て

加
入
か
承
認
さ
れ
た
交
皿
災
押
共
済
制

度
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

①
組
織
県
内
の
八
巾
と
・
一
・
卜
肛
の
町

村
で
組
織
（
昭
和
叫
卜
一
・
・
年
ト
ー

掛
金
年
額
三
百
六
十
円
で

最
高
五
十
万
円
の
補
償

で
す
。
①
か
ら
③
ま
で
は
、
主
と
し
て

人
聯
院
勧
告
に
よ
る
職
口
の
給
与
ベ
ー

ス
の
引
き
上
げ
に
伴
う
案
件
で
、
④
は

金
木
町
か
来
年
の
四
月
か
ら
突
施
す
る

予
定
の
交
通
災
宙
共
済
制
腱
に
関
す
る

も
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
別
埴
の
と

お
り
で
す
。
＠
は
第
一
保
育
脈
臥
の
会

（
蝦
名
弘
子
会
長
）
か
ら
す
べ
り
台
附

人
賀
と
し
て
Ⅲ
万
五
下
円
、
川
倉
の
、

川
鉄
列
氏
か
ら
川
灯
小
学
校
股
外
巡
肋

場
（
ス
キ
ー
堀
）
川
地
と
し
て
十
ア
ー

ル
滞
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、

、
け
が
を
し
て
治
縦
を
受
け
た
時
は

治
派
期
間
六
力
刈
以
ｔ
Ｉ
万
円
か

ら
、
治
療
期
間
一
過
間
未
満
・
一
千

円
ま
で
。

な
お
、
金
木
町
で
は
、
昭
和
川
十
Ｗ

年
四
月
か
ら
加
入
の
叩
込
み
を
受
付
け

る
予
疋
で
、
こ
れ
か
ら
各
那
落
に
お
い

て
説
明
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。 り

、
ひ
か
れ
た
り
し
た
邪
放
。
た
だ
し

化
叩
、
汽
車
、
航
空
機
、
船
舶
な
ど
に

よ
る
邪
放
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
っ

⑤
共
済
金
の
領

④
死
亡
し
た
時
五
十
万
円

＠
は
小
山
内
繁
四
郎
氏
を
避
任
し
同
恵

を
求
め
る
件
、
⑦
は
役
勤
庁
舎
（
本
体

・
悩
虹
・
給
水
）
の
Ｉ
ｗ
契
約
欣
鍜
の

件
で
す
。

ま
た
、
雛
幽
か
ら
川
さ
れ
た
食
管
制

度
略
摘
に
関
す
る
怠
兇
汁
を
Ｍ
に
提
出

【
定
例
町
議
会
】

I
す
る
案
件
は
万
場
一

致
で
決
ま
り
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
質
問

に
は
Ｈ
川
雅
八
郎
、

竹
内
武
（
、
汗
崎
眼

光
、
仙
膝
滴
惑
、
川

叩
暇
肱
、
成
川
蓄
蔵

陳
″
雁
犬
、
川
中
兜

占
の
八
氏
か
行
な
い

ま
し
た
。

、
眠
な
内
容
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

①
小
川
町
な
ど
商
店

街
の
交
通
雌
対
策
に

つ
い
て
。

②
孜
凸
が
洲
を
飲
み

校
内
放
送
で
不
縦
恢

な
雛
術
を
川
い
た
邪

火
が
あ
る
が
知
っ
て

い
る
か
。

③
職
幽
の
配
縦
、
初
任
給
、
昇
給
、
界

格
を
巡
唯
に
行
な
っ
て
い
る
か
。

④
食
愉
制
腱
を
守
る
町
民
大
会
を
開
く

つ
も
り
は
な
い
か
。

⑤
川
嫁
ぎ
に
よ
り
淌
防
″
が
弱
体
化
さ

れ
て
い
な
い
か
。

⑥
学
校
プ
ー
ル
雌
俄
の
兇
皿
し
に
つ
い

て
。
⑦
附
巾
の
敷
地
の
ク
ィ
抑
ち
料
件
を
ど

う
解
決
す
る
か
。

③
社
会
教
育
関
係
の
予
算
か
少
な
過
ぎ

る
よ
う
だ
が
ｃ

こ
れ
に
対
し
、
脚
州
満
側
か
ら
次
ぎ

の
よ
う
な
群
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

①
満
築
か
な
い
が
、
Ⅲ
係
方
剛
と
も
協

議
し
て
な
ん
と
か
対
施
を
誰
じ
た
い
。

②
邪
災
内
容
を
よ
く
洲
從
し
て
脾
処
し

た
い
。

③
蝿
政
で
な
い
伽
に
つ
い
て
は
今
後
吐

旺
し
て
行
く
。

④
蝶
あ
る
い
は
川
の
段
階
で
附
か
れ
て

い
る
の
で
町
独
川
の
人
会
灸
砿
を
附
か

な
く
て
も
よ
い
と
思
う
”

⑤
川
腺
ぎ
は
航
か
に
期
え
て
い
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
椚
防
川
斫
励
に
そ
れ
ほ
ど

影
秤
は
な
い
。

⑥
二
卜
五
メ
ー
ト
ル
の
六
コ
‐
‐
ス
で
制

耐
し
て
い
た
か
、
八
ユ
ー
ス
の
陳
怖
を

受
け
て
い
る
の
で
検
刷
巾
で
あ
る
。
数

年
来
の
懸
栗
で
あ
り
、
Ⅲ
卜
叫
年
腫
叩

に
は
せ
ひ
災
呪
し
た
い
。

⑦
く
い
刀
冊
ち
込
み
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
蚊
地
六
Ⅳ
八
十
平
″
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
は
代
金
を
父
払
い
し
て
い
る
が

ま
だ
蔽
氾
は
し
て
い
な
い
。
硴
闘
契
約

の
こ
じ
れ
で
間
脳
に
な
っ
て
い
る
の
だ

か
、
年
皮
内
に
は
ぜ
ひ
解
決
し
た
い
。

③
財
源
難
で
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
か

川
来
る
限
り
予
卯
を
緋
上
し
て
行
き
た

い
。

金
水
町
の
「
名
川
会
」
（
人
橘
み
ん

会
艮
）
は
放
水
助
け
合
い
巡
肋
の
↓
助

に
と
川
Ｆ
Ｎ
を
杼
付
し
ま
し
た
。

も
凸
″
、
直
斗
似
ミ
ヵ
グ
、
可
Ｒ
Ｈ
／
、
″
〃
も
Ｋ
ｕ
少
、
上
″
宙
ｒ
ｕ
Ｊ
Ｌ
″
く
ず
９
Ｗ
〃
、
″
″
、
画
、

職
業
安
定
協
力
委

典
に
桑
川
一
碓
氏

求
職
の
叩
込
み
を
手
助
け
し
た
り
、

枇
職
の
州
淡
に
の
（
／
た
り
す
る
職
業
安

定
伽
″
委
画
に
喜
旦
巾
の
桑
川
一
雄
氏

（
腱
業
委
幽
）
か
労
側
行
よ
り
任
命
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
柵
川
ド
さ
い
。

「
十
四
Ⅱ
会
’
一
が

保
育
所
な
ど
に

。
フ
レ
セ
ン
ト

金
水
町
で
商
業
を
糊
む
何
志
で
組
織

し
て
い
る
「
卜
川
Ⅲ
会
」
（
川
中
磯
放

会
長
）
で
は
、
ト
ー
Ｈ
・
下
Ⅲ
、
金
木

町
の
川
つ
の
保
育
所
と
・
弓
の
児
蹴
鮒

を
肋
間
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ク
リ
ス

マ
ス
の
餅
り
物
を
し
て
罫
こ
ば
れ
ま
し

た
○「

名
川
会
」
で
は

股
木
助
け
合
い

に
四
千
Ⅲ

ｈ
Ⅱ
凹
脾
趾
回
■
■
■
■
■
日
■
■
回
■
■
■
■
①
■
『
■
日
Ｕ
』
■
日
】
ｐ
■
■
回
同
■
■
Ｊ
■
Ⅱ
■
‐
』
』
■
■
■
冊
・
間
四
日
■

。
◇
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て
い
ま
す
。

蒔
田
農
研
会
こ
の
喜
び
を
知
っ
た
孵
川
腰
班
研
究

会
で
は
、
去
る
卜
二
月
七
Ⅲ
、
さ
っ
そ

く
町
役
助
、
地
区
股
改
粁
及
所
な
ど
の

職
総
灘
溌
雛
臓
羅
鰯
惚

臘
》
卿
附
柵
珊
蝋
窄
ル
六
六
○
キ
ロ
の
成
紙
こ
れ
か
ら
は
、
多
収
技
術
の
川
上
と
共

弓
■
宇
口

》
・
“
恥
舛
《

マ
ロ
ト
函
写
雫
諏

》
峠
一
一
・

口
今
ｂ
■
■
■
‐
■
Ｌ
Ｌ

に
Ｍ
質
の
良
い
米
を
多
く
姓
雌
し
よ
う

喋
下
の
米
作
り
商
人
を
錐
め
て
技
を
こ
の
築
川
部
門
は
、
叫
内
符
祁
巾
の
と
会
咋
昌
同
、
断
年
腿
へ
の
力
強
い
怠

争
っ
て
い
る
耐
森
叫
米
作
共
進
公
は
、
ブ
ｕ
ツ
ク
ァ
進
を
通
過
し
た
土
・
の
蝶
葱
込
み
を
ぷ
し
大
い
に
樅
況
で
し
た
。

今
年
も
州
雌
さ
れ
、
先
噸
衣
彩
式
か
け
Ｍ
に
つ
い
て
、
刈
取
帝
代
を
付
な
っ
た
今
後
、
ま
す
ま
す
祈
齪
か
期
待
さ
れ

な
わ
れ
ま
し
た
か
、
今
年
は
今
ま
で
の
も
の
で
、
災
叫
・
ベ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
賜
る
僻
川
股
州
研
究
会
の
災
怖
で
し
た
。

佃
人
部
門
の
他
に
、
新
た
に
雌
川
部
門
一
枚
一
枚
か
ら
、
Ⅷ
’
五
平
″
メ
ー
ト
な
狗
受
尚
の
灘
び
に
油
く
時
川
腰

か
段
け
ら
れ
、
米
作
災
川
の
行
成
と
災
ル
を
部
分
刈
り
し
、
水
分
卜
Ｗ
％
換
算
邪
研
究
会
の
会
此
は
Ⅸ
の
二
十
六
橘
で

川
に
よ
る
城
培
技
術
を
紺
凹
的
に
惚
践
に
よ
る
玄
米
収
城
で
順
位
を
決
め
た
も
す
。

し
、
生
雁
性
を
尚
め
る
こ
と
を
Ⅲ
標
と
の
で
す
か
、
今
年
は
作
先
か
ら
の
水
Ⅲ
門
川
綴
叱
堂
、
尚
川
又
昭
、
、
川
雌

し
て
い
る
か
、
こ
の
錐
閲
部
門
に
川
舳
天
候
、
六
月
の
Ｈ
照
不
足
と
低
柵
、
八
雄
、
秋
一
犯
唖
”
一
郎
、
峠
川
川
愈
料
叫
、
一
一
．

職
翻
輔
縦
獅
腿
黙
鱗
謝
輔
桝
刷
樅
鯛
鮴

発
椰
し
、
平
均
ト
ア
ー
ル
刈
り
六
，
六
足
な
ど
、
数
女
の
悠
条
件
、
さ
ら
に
は
肱
、
行
川
淀
勝
、
川
Ⅲ
浦
術
、
外
崎
勝

十
キ
ロ
を
ｔ
げ
、
兇
蜥
銅
慨
を
独
僻
し
沌
幡
地
梢
と
い
う
不
利
な
立
地
条
件
ド
川
Ⅱ
暇
衛
、
秋
疋
金
作
、
川
中
多
附
、

ま
し
た
。
で
の
入
賞
し
た
恵
茂
は
尚
く
評
Ⅲ
さ
れ
川
巾
忠
蔵
、
行
川
淌
作

ｆ
８
■
■
ｒ
凸
一
。
二
言
玉
Ｔ
Ｈ
ｙ
■
ｏ
二
二
』
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
ｒ
⑤
．
白
呂
言
’
、
ｌ
■
リ
ロ
ゥ
“
冨
呂
。
■
▼
ｌ
■
Ｆ
Ｏ
Ｄ
。
旨
弓
ｆ
■
０
■
ｒ
○
■
呈
呂
＆
▼
ｌ
■
１
Ｇ
口
。
二
二
口
０
１
■
７
０
呈
弓
弓
９
６
■
１
９
－
冒
呂
ロ
■
Ｋ
Ⅱ
？
●
畠
冒
ｐ
６
Ｉ
■
８
入
γ
冨
呂
。
９
１
■
ｒ
Ｇ
”
二
言
“
Ｑ
■
ｈ
Ｉ
上
了
』
呂
冒
り
Ｌ
■
Ｐ
Ｃ
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金
木
町
の
昭
和
四
卜
凶
年
の
成
人
式

は
町
と
教
育
委
戯
会
の
共
催
で
一
川
十

五
日
午
前
十
時
か
ら
商
年
研
修
川
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

昭
利
一
十
・
・
一
年
一
川
十
六
川
か
ら
昭

和
ニ
ト
Ⅶ
年
一
川
ｌ
凡
Ⅲ
ま
で
に
牝
ま

れ
た
人
た
ち
か
俄
叫
折
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
成
人
式
の
服
装
は
唯
災
に
な

ら
な
い
よ
う
、
張
雌
側
で
は
望
ん
で
い
ま

半
１
０青年研修所が移転 一

月
十
五
日
に
成
人
式

、
〃
』
沙
〃
込
少
、
■
Ｆ
Ｔ
Ｉ
、
ご
色
Ｂ
く
Ｊ
Ｆ
、
㎡
眼
り
く
〃
■
■
、
〆
Ｙ
ｂ
く
８
″
艮
宇
ｔ
Ｈ
〆
、
〃
２
Ｆ

【
移
転
改
築
さ
れ
た
青
年
研
修
所
】

役
瑚
庁
舎
の
新
築
に
併
い
、

青
年
研
修
所
が
、
両
野
公
剛
内

Ⅲ
川
淌
校
跡
に
侈
帷
改
築
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
侈
岻
改
築
に
は

金
木
此
川
職
堆
訓
練
所
（
太
川

Ｈ
・
一
所
踵
）
が
企
Ⅲ
的
に
脇
″

し
ま
し
た
。
今
ま
で
ど
お
り
、

背
年
研
修
所
と
し
て
使
川
さ
れ

ま
す
か
、
金
木
町
職
業
訓
練
所

と
し
て
も
使
川
さ
れ
ま
す
。

己
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■
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
’
’

一
一
‐
１
４
，
，
１
１
１
１
’
●
、
，
‐
’
．
！
．
‐
’
１
‐
’
’
．
‐
ｌ
ｊ
１
ｉ
副
｝

お
わ
び
一

一
》
命
水
た
よ
り
の
Ⅲ
〃
（
端
九
一

一
拙
咄
》
御
蝸
》
州
細
咋
砕
州
呼
一

一
一
に
よ
り
入
れ
述
い
に
な
っ
て
い

一

一
一
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
〃
服
し

一
ま
ず
。

一
一

一
Ｉ
ｊ
Ｌ
叩
，
〃
‐
叱
叩
，
９
４
ｍ
叩
，
０
’
叱
叩
，
Ｉ
’
ｈ
叩
。
，
ｊ
Ｌ
叩
”
リ
マ
‐
Ｌ
叩
，
０
’
４
ｍ
叩
ｆ
’
’
叩
Ｆ
１
‐
恥
叩
ｒ
‐
ｊ
叩
Ｉ
Ｉ
ｊ
叩
〃
ｒ
０
Ｌ
叩
Ｄ
０
９
ｊ
叩
艮

識

■
Ｉ
、
■
い
Ｉ
Ｉ
Ｏ
１
１
Ｎ
Ｉ
Ｏ
ｌ
Ｏ
０
１
ｌ
ｂ
Ｏ
Ｏ
１
’
０
６
１
．

少
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